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ハクビシン続伸

　全世界のタヌキスキーの皆様、明
けましておめでとうございます。い
や、ハクビシニストやアライグマニ
アの皆様も、と言うべきでしょう
か…。東京タヌキタイムズも4年
目、今年もよろしくお願いします。

ハクビシンの生息数は？

　 まずは上の表をご覧いただきまし
ょう。これは東京タヌキ探検隊！デ
ータベースでの各年の目撃情報数で
す。こうしてみると前半は何にもや
ることがなかったということがバレ
バレですね(苦笑)。目撃情報が急速
に増えたのは、これらの動物たちの
数が増えたということではありませ
ん。パソコン、インターネット、ネ
ット検索といったテクノロジーが十
分に普及したからです。タヌキより
もハクビシンの増加が遅れているの
は、ホームページでタヌキ以外の動
物の情報提供を本格的に呼びかけた
のが2008年以降だからです。表の数
字と実際の生息数はまったく別物だ
ということに注意してください。

　 だとしても、ハクビシンの目撃情
報数の急激な増加には驚きです。
2011年にはついにタヌキの2倍近く
にまでなりました。ということは、
ハクビシンはタヌキの2倍の生息数
があるのでしょうか？
　 実はそうとは言い切れないので
す。ホームページのアクセス解析を
してみると、検索語のトップは「ハ
クビシン」で、ダントツの31%。2
位は「ハクビシン 画像」で7.6%、3
位は「タヌキ」で5.5%です (2011
年1～12月の集計)。他の検索語を含
めてもハクビシンの方が注目されて
いるのは確実です。また、タヌキに
出会って驚くよりも、ハクビシンに
出くわして驚く可能性の方が高いの
かもしれません。特に、電線を歩く
謎の動物を目撃した人はかなり驚く
ことでしょう。それやこれやの理由
から、ハクビシンの方が目立ってし
まっている可能性が考えられるので
す。目撃情報の数だけで実際の生息
数を推測することは現段階ではでき
ないのです。それでも、おおざっぱ
にはハクビシンはタヌキと同程度の

規模で生息しているのだろう、とい
う推測はしていいでしょう。

比較対象としてのハクビシン

　 東京「タヌキ」探検隊！なのにハ
クビシンやアライグマも調べるとい
うのは奇妙に見えるかもしれませ
ん。しかし私は比較対象になる動物
がいてくれることに感謝していま
す。比べる相手がいるからこそ、そ
れぞれの動物の特徴がよくわかって
くるようになり、その結果タヌキの
研究にも役立っているのです。です
ので今後もハクビシンやアライグマ
やアナグマやキツネの目撃情報をど
んどん教えてください。もちろんタ
ヌキもです！
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タヌキよりも生息数が多いのかも？

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

東京タヌキ探検隊！データベースより、東京都23
区での各年の目撃情報数(2011年12月31日現在)。
目撃年がはっきりしている情報を後に追加したもの

もある(そのため、今後も情報数は増加する)。メー
ルでの情報以外に新聞などのメディア、Webでの情
報、宮本自身の目撃、聞き取り情報なども含む。

年 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

タヌキ 2 2 7 6 8 9 23 47 104 156 175 152 127

ハクビシン 1 2 4 18 42 149 175 237

アライグマ 1 3 4 11 13 19
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あまり気付かれにくい新情報のこと

　 今年も恒例の東京タヌキの報告書
をホームページで公開しました(「東
京都23区内のタヌキ、ハクビシン、
アライグマの目撃情報の集計と分析
(2012年1月版)」)。詳細は報告書を
読んでいただくとして、ここではち
ょっと違った読み方を紹介したいと
思います。

新たに掲載した情報

　 毎年のように同じような報告書を
公開しているので、今回もあまり大
差ないのでは？と思われているかも
しれません。確かにタヌキやハクビ
シンの生態が毎年大きく変わるよう
なことはありませんので、内容にも
大変化は起こりにくいものです。
　 それでもこれまでにない情報を追
加するように努力しています。今回
それがわかりやすいのが、アライグ
マについての目撃情報の分析の詳細
や分布地図を初めて掲載したことで
す。アライグマの目撃情報は3年間
でたった43件だけですので、統計的
には十分な数とは言えません。それ

でも、アライグマの生息数は今後も
増加するだろうことを考えると、注
意を喚起するためにも詳細な情報を
載せる時だと判断したのです。
　 細かな情報の追加としては、「ハ
クビシンの体色」「ハクビシンの食
べる果実」などがあります。本文中
に紛れ込んでいますので探してみて
ください。ハクビシンの体色は3種
類の型があり、その比率には地域差
があるのではないかと考えられま
す。体色の情報を本格的に集め始め
たのは昨年からですので、情報数は
まだ少ないものです。数年以内には
統計的にも十分な数になるでしょ
う。ハクビシンが何を食べているか
は、多くの目撃情報からいろいろと
わかってきました。その大半は果実
ですが、他に何を食べているかは継
続的な研究課題です。

全国の目撃情報を収集中！

　 ところで、東京タヌキ探検隊！の
情報収集の対象は東京都23区だけで
はありません。以前から東京都だけ

でなく神奈川県など近隣の情報も集
めていましたが、昨年からは対象を
全国に拡大しました。情報を収集す
るなら地域を限定する必要はない、
と判断したのです。その成果は報告
書にも載せていますが、東京都23区
を除くと得られた情報数はわずかな
ものです。全国の皆様、目撃情報を
ぜひ知らせてください。
　 ところで、東京以外の、タヌキ以
外の動物の情報も集めるとなると
「東京タヌキ探検隊！」という屋号
との不一致が気になるところです
(笑)。それでもやはり調査研究の原
点と核心は「東京タヌキ」であるこ
とに変わりはありません。ですので
屋号の変更は考えられないのです。
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毎年恒例の報告書、こういうところにも注目を

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

タヌキとハクビシ
ンの目撃情報
(2009～2011年)
の分布地図を3Dで
表現した図を今回
の報告書では新た
に加えた。ハクビ
シンの方が広く分
布していることが
わかる。
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どこで買ったかマドレーヌ？

　 今回の話は2008年のことです
が、いまだに解決していないので紹
介することにしました。

フンから出てきた「紙」

　 2008年11月、私は杉並区阿佐谷
南の民家敷地にあるタヌキのためフ
ンを回収しました。さっそくそれを
水洗いしてみると、中から明らかに
異質な感じの物体が出てきました。
その材質は紙のように思えましたの
で、慎重に破れないように水の中で
広げていきました。すると、その紙
には文字がはっきりと印刷されてい
ました。「マドレーヌ」と。
　 念のため説明しますと、マドレー
ヌはふわふわの焼き菓子で、カップ
状の敷き紙（グラシンまたはカップ
とも言う）に側面と下面が包まれて
います（上写真参照）。フンの中か
ら出てきたのは敷き紙の方です。マ
ドレーヌにはシェル（貝殻）型のも
のもありますが、こちらは敷き紙は
使用しません。

　 この敷き紙のデザインから、マド
レーヌの製造元・販売元がわかるか
もしれない、と考えたもののなかな
か手がかりが得られないままになっ
ています。その調査でわかったの
は、マドレーヌはスーパーマーケッ
トにはあまり置かれていないという
ことでした。他にもたくさんのお菓
子があるために片隅に追いやられて
いるのかもしれません。マドレーヌ
は洋菓子専門店で主に扱われている
ようです。
　 以上のことから次のようなストー
リーが考えられます。このマドレー
ヌはお土産用あるいは来客に出すお
菓子として洋菓子店で購入されまし
た。マドレーヌは家の中で食べら
れ、残った敷き紙は家庭ゴミとして
出されました。そのゴミ袋をタヌキ
が見つけ、袋を食い破りました。タ
ヌキは敷き紙を食べながら「もぐも
ぐ…ケーキのようなパンのような味
だけど…もぐもぐ…かみごたえが何
だか変な感じだな…もぐもぐ、ごっ
くん」と思ったことでしょう。

　 商品の性格からすると、敷き紙は
路上のポイ捨てゴミではなく、家庭
ゴミである可能性が高いです。つま
りタヌキは家庭ゴミをあさるという
行動をしていることが推測できるの
です。

どこの洋菓子店の商品？

　 マドレーヌの製造元・販売元につ
いては今もわかりません。そこで皆
様からの情報をお待ちしています。
これと同じ柄の敷き紙をご存知の
方、あるいはマドレーヌ専門家の
方、ぜひこのマドレーヌの身元を教
えてください。わかったところで大
発見というわけではないのですが、
どうにも気になってしまうのです。
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フンから出てきた奇妙な物

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

（左）フンの中から出てき
たマドレーヌの敷き紙。
（右）マドレーヌの実物。
これはスーパーで買ってき
た「プチマドレーヌ」とい
う商品（製造：株式会社よ
こい風月）。
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ハクビシン都市進出最前線

　 東京タヌキタイムズ2010年7月号
で、東京都中央区の隅田川河口域で
ハクビシンが目撃されていることを
紹介しました。その時は、ハクビシ
ンが隅田川西岸をさかのぼっている
かもしれない、と推測しました。

ハクビシンその後

　 その後の目撃情報ではそれ以上北
側での目撃例はありません。また、
新川や聖路加国際病院近辺での新し
い目撃情報も得られました。という
ことは、ハクビシンが北上している
かのように見えたのは偶然であり、
ハクビシンたちは河口域に定住して
いるものと考えてよさそうです。
　 さらに驚くことに、隅田川の対岸
側の佃、さらに橋を渡った越中島で
も目撃情報がありました。ハクビシ
ンは生息分布を広げつつあるのでし
ょうか、それとも以前から佃などに
も生息していたのでしょうか。
　 2012年2月、私はこの現場付近を
歩いてみました。ここは都会のど真
ん中ですが、意外にも樹木が多く植

えられています。高木あり、低木あ
り、植え込みあり。かなり意識して
緑地を形成しているらしいことがわ
かります。これらの中にはハクビシ
ンが好む果樹もあるでしょう。この
環境なら確かにハクビシンが定住で
きるかもしれません。
　 自然環境の乏しい、大都会の象徴
のような隅田川河口域ですが、目撃
情報からはハクビシンが複数頭生息
しているのは確実です。

長い橋を安全に渡る方法

　 地図を見ていただくとわかるので
すが、佃へ行くには必ず長い橋を渡
っていかなければなりません。ハク
ビシンは人間や車が行き交う橋の上
を堂々と歩いていったのでしょう
か。真夜中なら人間も車も少ないの
で不可能ではなさそうですが…。
　 隅田川の河川敷は「隅田川テラ
ス」という名称で遊歩道が整備され
ています。川の水面を間近に眺めな
がら散策できるようになっていま
す。私は永代橋から隅田川テラスを

下っていったのですが、新川と佃を
結ぶ中央大橋の下をくぐる時、あれ
っ、と思いました。橋の下面ではパ
イプやキャットウォークが両岸をつ
ないでいるのです。そう、ハクビシ
ンならばここを通って対岸に渡るこ
となど簡単なことです。しかも、こ
こなら人間や車を気にする必要はあ
りません。もう一つ下流の佃大橋で
も橋の下面は同じような構造でし
た。この他の大きな橋の下も同じよ
うな構造のものが多いのかもしれま
せん。23区東部でハクビシンがタヌ
キよりも多く生息している理由のひ
とつがこれなのかもしれません。
　 今後もハクビシンはこの付近で生
息域を拡大するのでしょうか。ます
ます注目しなければなりません。
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隅田川河口域で生息分布拡大中？

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

（左）永代橋から見た
佃。まるで海上都市よう
に見える。東京を代表す
る都市景観のひとつと言
えるだろう。
（右）中央大橋の下部構
造。パイプやキャットウ
ォークが走る。撮影はい
ずれも2012年2月。
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タヌキのしっぽは意外に細い

　 タヌキの尾というと、太くてふさ
ふさしているイメージがあります。
実際、上左の写真のようにふさふさ
ふわふわした外見をしています。し
かしそれは本当の姿なのでしょう
か。

その死体の正体はタヌキ？

　 以前、私は謎の動物死体を観察し
たことがあります。なぜ謎かという
と、その死体は毛がほぼ完全に抜け
ていたからです。脱毛の原因は長く
水につかっていたからではないかと
思われましたが、そんなことよりも
正体をはっきりさせることの方が優
先です。その動物の足指は4本、そ
して長い鼻面であることからイヌま
たはタヌキであることは明らかでし
た。ところが脱毛のために体毛の模
様がわからず、それ以上の判断が難
しかったのです。大きさから言えば
タヌキに一致しますが、同じぐらい
の大きさのイヌかもしれません。私
が一番困惑したのがその動物の尾で
した(上右写真)。長さは約15cm。そ

の形は細長いもので、タヌキの尾ら
しく見えないものでした。しかし、
タヌキの尾のふさふさのほとんどが
毛であったとしても不思議ではあり
ません。イヌの尾も、飼っている方
はご存知でしょうが、本体は細いも
のです。
　 この動物の正体は、頭骨標本を作
成してようやくタヌキだと確信でき
ました。ということは、あの頼りな
い細長い尾がタヌキの尾の正体だっ
たのです。

疥癬症なら観察できるかも

　 タヌキの尾の本体を直接観察でき
る機会は残念ながらめったにありま
せん。もし可能性があるならば…そ
ういう状況には巡り合いたくはあり
ませんが、疥癬症によって脱毛症状
になっている場合に目撃できるかも
しれません。疥癬症とはヒゼンダニ
が皮膚に寄生することで発症する病
気です。あまりにも皮膚がかゆくな
るために、脚で体をかき、そのため
に脱毛してしまうのです。疥癬症だ

からといって必ずしも尾の毛が抜け
てしまうわけではありませんが、可
能性はあります。
　 尾の本体が細長いということは、
タヌキは毛が長いということを示し
ています。これは胴体でも同じこと
です。冬毛のタヌキは丸々と太って
いるように見えますが、実際は毛が
長いために太って見えるだけなので
す。また、イヌのように毛が「寝
て」おらず、「立って」いるために
なおさら毛の長さが強調されること
になります。上左の写真は夏毛の成
獣です。夏毛は冬毛よりもずっと短
いので、タヌキの本当の体型がよく
わかります。タヌキは太っている動
物ではありません。見た目にだまさ
れてはいけません！
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なかなか見る機会がないその正体

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

タヌキの尾の外見は太さがあるように見える。
(2010年7月、東京都23区内で撮影)

タヌキの死体の毛が抜けた尾。長さは約15cm。
(2008年、東京都23区内で撮影)
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タヌキを尾行せよ!

　 タヌキの調査方法というと、どの
ようなものを皆様は考えるでしょう
か。タヌキを尾行する方法は、タヌ
キの行動をずっと監視できるのでと
ても良さそうなものに思えます。と
ころが、現実にはそううまくはいか
ないのです。

タヌキ尾行調査の障害

　 まず住宅地でタヌキを追跡する場
合を考えてみましょう。タヌキは道
路をトコトコ歩いていきます。しか
し、すぐに民家や企業の敷地に入っ
てしまうでしょう。それ以上の追跡
はできなくなり、尾行は終了です。
住民に事情を説明して敷地に入れた
としても、その間にタヌキはまた別
の場所へ移動しているでしょう。
　 では、大きな公園の場合はどうで
しょうか。ここなら塀などの障害物
が少ないので尾行しやすそうです。
ところが、そういう場所は照明がほ
とんど無いため、タヌキを視認する
ことがかなり困難になります。懐中
電灯を持っていたとしても難しいで

す。この困難は山林などでの追跡で
も同じです。また、タヌキは薮の中
や側溝の中に入って行くかもしれま
せん。そうなると尾行はできなくな
ります。
　 つまり、どこで尾行調査をしよう
とも実行はかなり難しいことなので
す。

実際に尾行してみたら

　 私自身の尾行調査の経験を紹介し
ましょう。それは2008年のこと、
場所は東京都23区内のある公園でし
た。ちょっとびっくりするような場
所なので、その詳細は伏せることに
します。当時の記録によると、追跡
時間は約70分。私が歩いた距離は約
500mほどでした。500mというと
かなりの距離ですが、公園の中をあ
ちこち動き回っていただけです。こ
の尾行の時、まず問題だったのが上
にも書いた視認の難しさでした。暗
い場所ではタヌキを確認しにくいた
め、どうしてもタヌキに接近しなけ
ればなりません。そのため別の問題

も発生しました。それは、タヌキが
こちらを気にすることでした。タヌ
キは明らかにこちらをちらちらと見
ていました。途中で大きなガを捕ま
えましたがすぐにその場を離れまし
た。落ち着いて食事できないような
のです。この経験から、人間が近く
にいてはタヌキは普段通りの行動が
できない、と私は考えています。移
動距離が長くなったのも人間がいた
からで、普通ならもっとゆっくりと
移動したでしょう。残念ながら尾行
は有効な調査方法とは言えません。
　 尾行に代わる調査方法としては、
タヌキに電波発信器やGPS発信器を
装着する方法があります。ただ、機
械の調達や金額的なことから簡単に
できる方法ではありません。
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スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(写真左)矢印の光点が
タヌキの眼の反射。
その奥には公園の外
の道路が見える。
(写真右)左とは別の画
像。明るさを調整し
てある。元画像は眼
の反射しかわからな
いほど暗い。
(2008年、東京都23
区内で撮影)
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タヌキをデジカメで撮りたい！

　 東京にタヌキやハクビシンがいる
のなら、写真を撮ってみたい！と思
われている方はきっといるでしょ
う。実は私もそうです。ということ
で、今回は撮影に適したデジカメに
ついて考えてみましょう。

タヌキ撮影に必要なスペック

　 タヌキ・ハクビシンの撮影で一番
難しいのは、いつ、どこで会えるの
か予測不可能なことです(しかもか
なりの低確率！)。高級なカメラがあ
ればいい写真が撮れるのは当然です
が、重たいカメラをいつもいつも無
駄に持ち歩くわけにもいきません。
そのため軽量のデジカメをお勧めし
ます。最近のデジカメには重さ
100～150g程度の製品があります。
スマートホンと同じぐらいの重さで
す。これならお荷物にならずにいつ
でも持ち歩くことができます。小型
軽量でも最近のデジカメは十分な性
能があります。タヌキ撮影だけでな
く、日常のスナップ撮影でも役に立
つでしょう。

　 もうひとつ難しいのは、タヌキも
ハクビシンも夜行性ということで
す。つまりフラッシュが付いていな
いとちゃんとした写真は撮れませ
ん。携帯電話やスマートフォンに付
属のデジカメはフラッシュがない
か、あっても非力なので、夜間撮影
には向いていません。小型でもフラ
ッシュ付きのデジカメを使うべきで
す。

とにかく練習あるのみ！

　 デジカメの準備ができたならば、
必ず一度は暗い場所で撮影の練習を
しましょう。タヌキの代わりに、ご
近所の野良猫にモデルになってもら
うといいでしょう(ですので、日頃か
らネコちゃんとは友好関係を築いて
おくように！)。
　 動物を撮影する時は、逃げられる
前にすばやく撮らなければなりませ
ん。デジカメの設定をいろいろいじ
ってから撮影、というのでは動物は
どこかに行ってしまいます。設定は
オート(自動で最適設定をするモー

ド)にしておいて、電源を入れたらす
ぐに撮影できるようにしておきま
す。カメラを取り出してシャッター
を押すまでの動作をスムーズにでき
るように何度も練習しましょう。
　 練習の時には、フラッシュの光が
届く距離も確認してください。実は
小型カメラのフラッシュはせいぜい
数mしか届きません。どのくらいの
距離なら光が届くのか試してみまし
ょう。
　 上の写真はネコちゃんを撮ってみ
た例ですが、やはり暗い場所は難し
いですね…。街灯の有る無しでも結
果は違ってきます。とにかく実際に
自分のカメラで何度も何度も試して
みるのが一番の練習です。いつかタ
ヌキに出会える日を夢見て！
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その前に、まずはネコちゃんで練習を

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(写真右)今回撮影
に使用したPentax 
OptioWS80。
重さ125g。
2009年発売。

(写真左)距離4m。画像加工無し。街灯のおか
げか明るく写っている。
(写真中)距離5m。レベル補正をしている。街
灯が届かない場所なのでかなり苦戦。



The Tokyo Tanuki Times 2012.8

タヌキとおつきあいするには

　 2012年7月、東京タヌキ探検隊！
のホームページ内で「杉並タヌキお
つきあいガイドライン(私案)」を公
開しました。タヌキやハクビシンは
常に無害というわけではなく、時に
はトラブルを起こすことがありま
す。その時どうすれば良いのかの指
針をまとめたものです。都市部向け
の内容ですが、関心のある方はぜひ
読んでみてください。

区がやっていることは適切か

　 ところで、なぜ「杉並」なのかと
皆さん不思議に思われることでしょ
う。理由のひとつは、私(宮本)が杉
並区に住んでいるからです。そして
それよりも大きな理由は、杉並区役
所が独自のタヌキ・ハクビシン対策
をしているためです。
　 野生動物行政を担当するのは都道
府県です。区市町村は本来の担当で
はありません。ところが、杉並区役
所はタヌキ・ハクビシンなどを駆除
するために箱ワナの設置を行ってい
るのです。これはもちろん都の指導

下に行っていることですので、違法
ではありません。捕獲も無制限にや
っているのではなく、被害が発生し
た場合のみに限っています。しか
し、それは税金を使ってまでやるこ
となのだろうか、という疑問が出て
きます。
　 また、捕獲数が適切か、というこ
ともあります。年間の捕獲数は、タ
ヌキ、ハクビシンそれぞれ約40頭前
後です。杉並区のタヌキの生息数は
150頭程度と推測されていますの
で、捕獲(殺処分)されるのは全体の
1/4ほどにもなります。これはタヌ
キの継続した生息にインパクトを与
えるには十分な数ではないでしょう
か。では、杉並区役所がタヌキやハ
クビシンの生息の実態を把握してい
るかというと、そうでもないようで
す。東京タヌキ探検隊！の方がずっ
とよく把握しているはずです。

うまく折り合える方法を

　 捕獲されたタヌキやハクビシンは
原則として殺処分されます。どこか

山林に放せば良さそうですが、年に
何十頭も放すと現地の生態系に確実
に影響を与えます。放す場所を分散
させたとしても、その地元から「こ
こはタヌキ捨て場ではない」と抗議
されるでしょう。その他いろいろな
理由から殺処分が選択されているよ
うです。
　 殺処分については「何もそこまで
しなくても…」と思う方がたくさん
いることでしょう。ならば、私たち
はタヌキやハクビシンと折り合いを
つけてうまくやっていく方法を考え
ていかなければなりません。今回公
開したガイドラインがこの問題を考
えるきっかけやヒントになることを
願っています。
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対策のガイドラインを公開

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

サルやシカやイノシシ
ほどの被害はないもの
の、 タヌキもハクビ
シンも農業害獣であ
る。都市部でもまった
く無害な動物というわ
けにはいかない。

家屋内侵入

植物被害

フン

疥癬症

トラブルの例
天井裏、屋根裏

果物

ベランダや屋根

床下

花壇など

ためフン
タヌキ ハクビシン
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タヌキ直接観察場所募集中

　 東京タヌキ探検隊！はタヌキやハ
クビシンの目撃情報を収集し、分析
することが主な活動になっていま
す。そのため「動物そのものを見て
るわけでもないくせに」と誤解され
ることがあります。現実にはタヌキ
そのものを直接観察することは(都
会に限らず)難しいことであり、まず
は目撃情報を収集しなければ調査研
究は進みません。そして、私も機会
があれば直接観察、センサーカメラ
設置、死体収集など現場に行く調査
活動を行っています。

直接観察から得られたこと

　 直接観察の機会はとても少ないも
のの、私(宮本)は幸運にも2006～
2010年にタヌキを継続的に定点観
察することができました。その様子
はこの東京タヌキタイムズでもたび
たび取り上げてきました。その場所
はJR山手線の内側地域という、まさ
に都会のど真ん中です。この場所は
地域ネコのエサやり場で、ネコエサ
を横取りするためにタヌキが現れる

場所でした。ネコたちの不利益にな
らないよう、時にはタヌキたちを牽
制しながらの観察にもなりました。
　 直接観察の利点は、タヌキたちの
行動をすぐ近くから観察できること
です。子育て中の観察でもあったの
で、幼獣たちの成長の様子も知るこ
とができました。長時間の映像記録
も残せました。
　 直接観察を続けている内に重要な
目的となっていったのが、個体識別
です。タヌキは1頭1頭微妙に模様が
違っています。確実に、誰でも理解
できる見分け方を発見できれば、さ
らに大きな成果が得られるはずで
す。ところがこれがかなり難しいの
です。模様の違いは非常に微妙で、
タヌキ家族が入れ替わり立ち替わり
現れると、こちらは簡単に混乱して
しまいます。結局のところ、確実な
個体識別ができるのは、母親(乳首
が見える)あるいは体色が濃い個体
(同じ家族の中でも時々現れる)ぐら
いでした。これまでのところ、顔ま
わりの模様で見分けるのが確実そう
だ、という仮説にまでたどりつくこ

とができました。ゴールはまだまだ
遠そうです。

新たな定点観察拠点は？

　 残念ながらこの場所は2011年、
2012年はタヌキが現れませんでし
た。何らかの理由で巣の場所を移動
したようです。ここでの観察の継続
は断念することにしました。
　 研究を発展させるには継続的に直
接観察ができる現場は欠かせませ
ん。新たな観察場所を探すのは急務
です。もし、長期的な観察に向いた
場所をご存知の方はぜひ紹介してく
ださい。ただ、観察は夜間にならざ
るをえないのが難点なんですよね。
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継続的な定点観察はタヌキ研究に必要なのです

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

記事中の直接観察場所の映
像を紹介。
(左)家族8頭が同時に出現。
左から2頭目は体色が濃く、
名付けて「クロベエ」。
(右)夏毛のキュートなお母さ
ん。なぜか私によく近づい
た。ここで生まれ育った個
体だったのかもしれない。
撮影はいずれも2010年。
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ハクビシンの肉球はピンク色

　 動物の体で一番観察しづらい部分
と言えば、歯と肉球(足の接地面)で
しょう。歯は骨になっても残ります
が、肉球はそうもいかないので難易
度は高めです。ですので、野生動物
の肉球を見る機会があるのならそれ
は絶対に逃すわけにはいきません。
　 先日、幸運にもハクビシンの肉球
を撮影する機会がありました。上の
写真がそれです。

「つかむ」ことができる足

　 ハクビシンの肉球でまずびっくり
するのがその色です。毛が無いきれ
いなピンク色で、まるで人間の赤ち
ゃんの手を見ているようです。鋭い
ツメはさすが食肉目動物といったと
ころですが。
　 ハクビシンは電線を歩くことがで
きる動物です。その秘密がこの肉球
にありそうです。肉球部分をよく見
ると、はっきりと凹凸があるのがわ
かります。凹部分はどうやら人間の
手のひらのシワと同じようなものら
しく、3次元的に掌(てのひら)を曲げ

ることができることを示しているよ
うです。つまり、電線のような曲面
でもしっかりと握ることができるの
です。ハクビシンが電線から落ちた
という話は聞いたことはありません
ので、 その握力は十分に強そうです
(落っこちそうになった例はありま
すが、その場合も見事にリカバリー
しています)。
　 イヌやネコを飼っている方はその
肉球を観察してみてほしいのです
が、イヌ、ネコの掌は平面的で、物
をつかむことはできません。これは
タヌキも同じです。これらの動物は
基本的に地面を速く走る動物であ
り、そのために特化した掌になって
いるのです。一方ハクビシンの掌
は、地面よりも樹木に登ることに適
応した形になっていると言えるでし
ょう。タヌキとハクビシンがまった
く違う方向性を持っていることが肉
球からわかるのです。
　 ちなみにアライグマも電線を歩く
ことができる動物ですが、こちらは
長い指を持つため物をつかむことが
できるようです。

ハクビシンの肉球を見るには

　 ハクビシンの肉球を実際に見てみ
たくなった方もいるでしょうが、自
然環境下で見ることはかなり難しい
です。動物園へ行って、運良くハク
ビシンが寝ていて、運良く足がこち
らを向いていれば肉球を観察するこ
とができるかもしれません。ただし
ハクビシンは近くにはいないでしょ
うから、双眼鏡を持参することをお
勧めします。私は井の頭自然文化園
でハクビシンの肉球を見ることがで
きたことがあります。動物園で寝て
いる動物を見つけたならば、肉球を
観察してみるのも面白いのではない
でしょうか。
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肉球に優れた運動能力の秘密が隠されている？

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)ハクビシンの右前足。
(右)ハクビシンの左後足。
写真は幼獣だが色、形状は成獣
も同じ。
筆者は残念ながらタヌキの肉球
の写真は持っていない。イヌを
飼っている方はその肉球をご覧
ください。タヌキもほぼ同じ形
状です。
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中央区まであと50m

　 東京タヌキ探検隊！が収集した数
多くの目撃情報でも、東京都中央区
と墨田区では未だタヌキの目撃情報
はありません。墨田区ではごく少数
が生息している可能性があるもの
の、中央区では定住は不可能と考え
られています。しかし、中央区の間
近にまでタヌキが肉薄した事例は複
数ありました。

あと少しだった有名事件

　 まずは2005年11月の「秋葉原事
件」です。実際の事件現場は秋葉原
からはちょっと東へ離れた、神田川
にかかる美倉橋でした。この橋の下
にタヌキがいて、水上艇まで出動し
た末にようやく捕獲されました。も
うひとつ下流の橋が中央区との境界
線、あと240mほどでした(地上での
最も近い境界線までは約160m)。こ
のタヌキ、どこから来たのかは今も
謎ですが、一番自然な推理は「神田
川を下ってきた」というものです。
神田川をさかのぼると確かにタヌキ
の定住場所があります。

　 次の事例は2008年12月、JR神田
駅近くでの目撃情報です。この時は
あと100mで中央区でした。このタ
ヌキは皇居から来たものとみて間違
いなさそうです。位置関係からする
と一時的に中央区を横切ったかもし
れません。
　 そして、さらに中央区に迫ったの
が2010年11月の「大手町事件」で
す。これは大手町のJXビルの地下入
口からタヌキが侵入したという事件
でした。ここから西へ道路をまっす
ぐ行けば皇居の大手門です。このタ
ヌキも皇居から来たのは確実です。
事件現場から中央区まではたったの
60m！　現場近くをうろついていた
ならば中央区に足を踏み入れていた
可能性はかなり高いです。

定住は不可能？

　 これらの事例の日付はいずれも
11～12月です。つまり、親離れした
若い個体が新天地を目指して旅をし
ていたらしい、ということを意味し
ます。すべてのタヌキが長距離移動

するわけではありませんが、まれに
かなり遠くへ移動する個体がいるよ
うだ、ということは他の目撃情報か
らも推測できます。ですから、いず
れ中央区に到達するタヌキが必ず現
れるだろうと期待できるのです。た
だ、そこで定住できるかどうかは別
の話で、緑地の少ない、つまり食べ
物の少ない中央区で生き延びるのは
かなり難しいでしょう。
　 ところが、ハクビシンはというと
以前も報告したように、既に中央区
に間違いなく定住しています。緑地
を離れられないタヌキに対して、ハ
クビシンは街路樹なども利用するこ
とで都市生活に適応することができ
ているようです。
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タヌキが中央区に進出する日は来るのか？

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(左)「秋葉原事件」の現
場である神田川の美倉
橋。この橋の下で大捕り
物が繰り広げられた。
(右)呉服橋交差点(中央区)
より西側を見る。赤矢印
が「大手町事件」の現場
となったJXビル(旧・新日
鐵本社)。奥の高架はJR。


